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ア等の固定点のアンテナを結んで1983年までにこれら

の間の相対的運動を測定するためのシステムレベルの実

験を完了させる計画カミ進行中である.

拡大帯として挙げられているフィジｰ台地地域は太

平洋プレｰトとオｰストラリアプレｰトカミ小さなプレ

ｰトを伴って複雑に作用し合っている地域である.こ

こではフィジｰ南東ラオ海盆中およびフィジｰとニュ

ｰヘブリデスとの間に活動的な拡大帝カミ存在することが

知られている.とくにニュｰカレドニアとフィジｰ

間の水平変位はフィジｰ台地縁辺部の拡大とニュｰヘ

ブリデスにおける沈み込みを併せて11cm/yrであると見

積られている.

おわりに

現在の宇宙技術は著しい速度で発展大きく成長し

種々の分野における問題解決に大きな可静性をもつに至

っている.とくにグロｰバル放規模の多くの現象の

直接的あるいは間接的観測あるいは計測カミ可能である.

地学分野では地体構造の形成鉱床の分布火山活

動地震の発生等多くの現象が最近プレｰトテクトニ

クス理論によって統一的に解釈されるようになっている.

これは地質時代からずっと継続する動的過程によるも

のであり現在なお進行中である.この動的過程の実

証定量モデル化カミ今後宇宙技術の応用によって

極めて急速に進められることカミ期待される.
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地学と切手

オｰストラリアの定宿切手

1973年から74年にかけてオｰストラリアで5種6枚の宝石切

手が発行された.いずれも宝石とその原石が図案とっなてい

る､同時により低額の海洋生物5枚が発行されている.

6c:クリンプレｰス(Chrysoprase)玉髄の1種美しい緑

色を生し蛇紋岩中に細脈となって産する･天然での産

出は少ないがオｰストラリアはソ連のウラルカリフ

倮�

オルニアニュｰジランドと並んで世界の特産地のひとつ

7c:めのうAgate

8cと9c:蛋白石Opa1

9c:バラ輝石Rhodonite

10c:スタｰサファイヤコランダムの一種サファイヤ

中にルチルの針状結晶を含んだもの.C軸に垂直に

カットして6条の星彩効果を出している.�


